
1

市民アンケート調査 実施概要 

１．調査の狙い 

このアンケート調査は、尼崎版人口ビジョン及び総合戦略の策定において人口の将来展望を

検討するうえで必要な調査分析を実施する。 

２．調査対象と調査内容 

既存のアンケートや人口動態調査から判明したことを前提として、特に20代から40代の

若年夫婦世帯と子育て世帯（15 歳未満の子どもがいる世帯）を対象とし、転入者・転出者・

市内間転居者のカテゴリーごとに住民基本台帳よりサンプルを抽出し、調査を実施する。 

サンプルは過去5年間における対近隣市（神戸・西宮・伊丹・豊中・大阪※）からの転入・

近隣市への転出者のなかから無作為抽出とする。 

※大阪市については市全域か一部の区（西淀川区等の近隣区）に絞るかは要検討。 

(1)転入した若年夫婦世帯 

①調査内容  居住地を選んだ理由、親の市内居住、将来居住意向、将来子どもを持つ意向、  

持ち家か賃貸か、義務教育時の尼崎居住歴等、若年夫婦世帯の実態を把握する。 

②調査対象  近隣市から尼崎市に転入してきた若年夫婦世帯 

(2)転入した子育て世帯 

①調査内容  （簡易アンケート調査で把握したことを前提に）西宮・伊丹・大阪市等の近

隣市町と比較して尼崎に転入した理由、市内での居住地を決めた理由等を把握す

る。 

②調査対象  近隣市から尼崎市に転入してきた子育て世帯 

(3)転出した子育て世帯 

①調査内容  （簡易アンケート調査で把握したことを前提に）子どもが就学前に世帯で転

出する理由、転居先として西宮・伊丹・大阪などを選んでいる理由等を把握する。 

②調査対象  尼崎市から近隣市に転出した子育て世帯 

(4)市内間転居をした若年夫婦世帯 

①調査内容  居住地を選んだ理由、親の市内居住、将来居住意向、将来子どもを持つ意向、

持ち家か賃貸か、義務教育時の尼崎の居住歴等、若年夫婦世帯の実態を把握する。 

②調査対象  市内間転居をした若年夫婦世帯 

(5)市内間転居をした子育て世帯 

①調査内容  転出者と対比する目的で、他都市と比較して尼崎に残った理由、転居先・時

期を決めた理由、尼崎の子育て支援に関する感想、義務教育時の尼崎居住歴等を把握する。 

②調査対象  市内間転居をした子育て世帯 
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３．実施概要 

(1)実施方法 

郵便により調査票を配布し、添付の返信用封筒にて郵便により回収する。 

(2)送付物 

アンケート依頼文、アンケート調査票、返信用封筒 

(3)調査票 

今後、総合戦略策定ＰＴ等にて検討の上作成。 

４．調査期間 

平成 27年 6月中旬発送、6月下旬回収予定。 

５．スケジュール（予定） 

1)調査実施概要等の報告：平成27年 5月 20日 

2) アンケート調査票の作成：平成26年 5月 20日～6月初旬 

3) アンケート調査票の発送・回収 発送：平成27年 6月中旬（予定），回収：6月下旬 

4) 回収調査票の集計・分析・速報版の提供：平成27年 7月上旬 

5) レポートの作成：平成27年 7月中 

【参考・平成24年（１年間）の世帯別人口動態】 

平成24年の世帯別人口動態
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■ 尼崎版人口     総合戦略策定 係 市民      考 方（整理）
１． 目的 尼崎市の人口維持（減少を緩やかにする）ために必要な施策を明らかにする。 ４． 具体的な調査手法（案）


